
◎ 駐
匹日1。

の
ダ

…
け

お
げ

場9

題議a

料資4

第22回宇宙卵発委員会で定例会譲）

　　　　議舗～欠第

　昭和48年工1月28日：伽　　　　　＼

　午後2時～2時30分

　宇宙開発委負会会議塾

α）新委員長あいさつ及び要員長代埋の指名

（2）’
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　第21回宇宙商発委負会‘定例会譲）
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多圏場所

第2ユ回宇宙開発委歳出1定例会譲）

　　　　議．事　要　旨　　　　　・

昭和48年1ユ月　7日伽

午後2時～4時

宇宙開1発委員会会譲室

／

3．譲髄　　　　　．　　　　　　、

　　（・1宇醐発醸す徳本計敵う玲て’・・一．＼
　　（2）金属材唇技徳研究所のスカィラブバ計画への薪究参加

　　　美綜について1二割

4．，資轡

　　委£1－1箒20画宇曲隷発委負会1臨1鞍議）識事要旨

　　委2・」2伸宙醗騨する基不計櫨㈱　・

　　魏・一3スカイラブ荊類鷹｝ずる中問結

5噛 O三者　　’．、　　　　・　　　、　　’“・，

　　　宇宙口器会誌幅膝則受代理三島澱
　、　　　　　置〃

　　　　　”．
・説明者9 @・＿
．　金属材碑技術研究所疲れ試験部長　・

　　　　　〃　　　・　’特殊材料研究室長1

　閨係省庁聡員等

　　耕学技術庁研究読整局宇宙開発参事官
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気象庁総務部長

海上保安庁総務部長

郵政省箪波盤埋向…醇議官

　郵政省電波監理周無線逼信部長．

　科学技術庁振興ノ削曲論課

　郵政省泣面1監理1旬

　金属材碑技術研究所萱埋部企画諫

　・宇：宙開発事業団システム計闘部
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　　科学技術庁研究読応局宇宙企画謀長松元　：守磁

6．餓事斐旨

　（1）前回議事要冒について一

　　　第2／0回宇闘開発委負会1臨時会議）議事要旨が確繕され．

　　た。

（2）宇融融に関ナ二本計画について

　　　事施から翻の件について、・臨2・一2薩づ堕て説

　　嚇賜れ、以下の鹸礁が行われ牟のち・議決されたb

八二今回から旗計画回す醗謙の所在が三脚町回
　　　にあることが明確たされているが、根拠法文は何か・

事㈱：字翻顛業団麟24条にを処っているrまた諒子

　　　力局においても同様の取i抜いをすることとしている。

　吉識：内閣総理大臣に発譲権寮あることと、内閣総理大臣が基・

　　　本計画案を示すとどとは意味が違うと思われるがどうか6．
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事務局；宇宙囲発委員会はこの基本計画築について蕃論を行い、

　　必娑に応じて修正等血行つたのち議決してほしいということ’

　　．である。従？て・話本計画の中味は姿密会寮決走を行うこζ

　　、となる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、八：曝ゴ予衛費の便用は誌められたのか。

　し

騨均法る明6日の騨で灘された・
細駒基本計画郷は通信・放送両衛星に関する2うの委員鰹

　　1定が並記されているが、これで混乱が生、じないか。

事訟向：昭和48年10月29日の決走は、挽行計画で囲莞研究
　　胤
　、を行うことと’されている｝ゼ1信、放送両衛星に面面を追加して

　＼　いるものであるので、混乱は生じないと志われる。

’（3）金鰯油術研究所のスカイ．ラ瑠個へ鯛講参騰郡

　ついて　（報告）

　吉寸進　金属巨匠技術薪究所疲れ試鹸部長及び高稿仙之助同特

　訴訟暦研究室長から公魚の件について無智委2i－3に基づい

　て説嗣が行われたのち1以下の質疑応答が行われた。

・謡：二成分が均一に分直した資禰地上で膿するのは・技術

　　的に複雑な手順を要すると囲うが、これを宇宙空閥で行えば

　　簡単ではないか。

吉出；指話されたとおりである。ただし、翼険実の寸法、重量等

　　が隈定されているめで、．あえて地上で資料を作興し、地上に

　　おける資料・成分の分布状熊と宇宙における溶触後の費料成分

　　の融融が勉らないことを編した・また・均一盤を碍
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るだけならは地上における粉末）台金的な焼結浴砂で†分であ’

　　る魁この場合はホロシティ侑i購）が大きくなるという

ノ

　　欠点がある。従って熔融時においては加圧して、’この内部欠

　　陥を無くしている。

網島：本実駿の最終的目的は何か。　　　　　　　　　　　’

甜：鯉力翻下齢ける材料三三の確立のための鍮鋤φ
　　奪データ取得である。　　　　　，
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